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１ 事業概要

●目的：地域の市民活動やNPOの活動の活性化の中で、地縁団体（自治会・町内会）
とつながることでお互いの活動のメリットとなる活動を見つけ、結果として、
港北区の自治会活動と民間団体の活性化への一歩となる。

●方法：① 協働のテクノロジーの著者でもある松原明氏に自治会と活動団体が相利の
活を見出すことの方法を学ぶ。

            ② 昨年のつなぎ塾に引き続き、地域のチカラの助成団体と港北区の自治会長
などを中心に参加を呼び掛け、実際に自分たちの活動地域での活動団体と
自治会がお互いの利益になる活動を見つけ出すためのワークショップを開
催する。

●スケジュール：10月、11月の2回＋報告会

２ 第1回目「つなぎ塾」2024 概要 10月16日 14:00～16:00

   ●概要

    １ 講演 ： 松原 明氏「協力のテクノロジー 」

（★参加の活動団体が具体的に自治会等につながる一歩のヒントになるために）

⇒ 地域の課題やNPOや地縁団体自体の課題の解決には：様々な活動団体

や地縁団体が連携することが有効と考える。

⇒ 行政関連も含めた多くの小さな連携活動から始める必要がある。

⇒ そのためには、お互いの活動を理解し、お互いの相利となる活動をデザ

 インする必要がある。

●キーワード: 相利

２ ワークショップ

：昨年に引続き活動団体と自治会の相利になる連携活動を話合う。

・各テーブル毎の話し合い 47分

（４グループ:各テーブル自治会長1人＋活動団体5団体程度）

１ 自己紹介＋やれそうな事発表（始めている事） （35分）

（自己紹介１分＋やれそうなこと2分＝3分×5団体＝15分＋意見交換20分）

 2  各テーブルの話題共有 ： 3分×4グループ＝12分 （12分）

3 講評・まとめ ：松原先生、大倉山ミエル 鈴木智香子 10分



●第1回目「つなぎ塾」2024 内容

１ 松原 明氏：協力のテクノロジー 説明PPTの始め3枚

・本編は別添資料による。

・松原先生の講演時



２ ワークショップ：講義の展開として相利表でグループワークを行う。
ワークショップ：コーディネーター松原 明氏

●各テーブル毎の話し合い

（４グループ:各テーブル自治会長1人以上＋活動団体5団体程度）

１ 各テーブル毎のワークシート（A!）に、

団体婦名、課題、目的、活動、役割、相利を付箋に記入して貼る。

２ 団体を一つの絞り活動、役割、相利について話し合う。

  ３ 2テーブル毎の共有

■ワークショップの様子



■相利表



・ふりかえり、効果について

１ 全体をとおして、松原先生の相利の考え方の理解が深まり、自治会、活動団

体とも連携へのきっかけの動機付けになった。昨年からの、自治会と活動団

体の連携に向けた「つなぎ塾」の取組の効果も出ている。

２ ワークショップの時間が不足気味であり、次回のワークショップでは充分に

時間を確保して、実際の連携活動までつなぐ工夫を行う。

・第1回ワークシート 相利表

 ・別紙１



３ 第 2 回目「つなぎ塾」2024 11月13日 14:00～16:00

・概要

１ 相利について説明（1 回目の松原 明氏：協力のテクノロジー を受けて）

★参加の活動団体が具体的に自治会等につながる一歩につながるように

・1回目の相利の復習 （大倉山ミエル・鈴木智香子）

・自治会と活動団体の活動事例

O! yokohamaの事例紹介

２ ワークショップ

：第1回に引続き活動団体と自治会の相利になる連携活動を話合う。

・各テーブル毎の話し合い

（４グループ:各テーブル自治会長1人＋活動団体5団体＋行政職員）

 ① 相利表の作成

団体名、活動内容、課題、活動、役割、相利に各自付箋に記入し貼る

 ② 話し合い

・ 各テーブルの話題共有（4グループ）

３ 講評・まとめ ：大倉山ミエル 鈴木智香子



1 開催の趣旨説明                     地域振興課                                ２分

2 前回のふりかえり（相利について）   大倉山ミエル        10分

3 本日の進め方            大倉山ミエル   ３分
  

4 事例（予定）発表
 

・前回「相利」の説明  大倉山ミエル                 10 分

  ・綱島連合自治会 × OE!yokohama 末兼さん                        10 分       

5 ワークショップ : グループで相利評価表を作る    78 分

① ワークショップの進め方の説明 大倉山ミエル        （5分）

 ② 各自の活動・問題・目的・協働活動等を記入する時間       （5分）

   ③ 自分の活動・問題・目的・協働活動等を共有＋相利評価表の完成   

    （自分の活動・問題・目的・協働活動を共有する＝３分×７人＝21分

＋相利表を完成するための意見交換：27 分)     （48分）

④ 各テーブルの話題の全体共有

           （5分×4グループ＝20分）                                                                   （20分）

6  まとめ                                       大倉山ミエル                                              5 分

7 閉会・アンケ—ト                    地域振興課                                      2 分

                                                                                                        合計：120分

■タイムテーブル   20241113         14:00～16:00（120分） 適宜休憩をお願いします。

■「つなぎ塾」第２回目   20241113

・概要

■前回「相利」の説明











２ ワークショップ：講義の展開として相利表でグループワークを行う。

ワークショップ：コーディネーター 大倉山ミエル 鈴木 智香子

・各テーブル毎の話し合い

（４グループ:各テーブル自治会長1人以上＋活動団体+行政職員）

  １ 各テーブル毎のワークシート（A１）に、

団体婦名、課題、目的、協働活動、役割、相利を付箋に記入して貼る。

  ２ 団体の協働活動、役割、相利について話し合う。

 ３ 各テーブル毎の共有

■ワークショップの様子



４．全体のまとめ 

・今後の課題と展開について

・今年度のつなぎ塾で、自治会と活動団体との協働活動が生まれる状況に
 はなりつつあると考える。この活動は継続的に行う価値がある。

 ・地域の力事業に代わる、民間活動団体の支援事業がなくなると、活動
 団体の育成が進まなくなり、自治会との連携活動によ地域コミュニテ
 ィの活性化が進みにくくなる。

 ：つなぎ塾の継続

 ・昨年度、今年度と自治会長の参加をお願いして、連携の成果を出せる状
 況が生まれてきているが、全ての自治会で連携活動が可能な状態ではま
だない。

       ・今後、補助金の在り方の検討も含めて、民間団体と自治会の協働活動の
 事例を実行に移して、実績を積み重ねていくことで全区域に展開してい
く方法を考える必要がある。

以上



■第１回ワークシート（別紙） 相利表１，２

・第1回ワークシート（別紙１)



■第１回ワークシート（別紙） 相利表３，４

・第1回ワークシート（別紙１)



■第２回ワークシート（別紙） 相利表１，２

・第1回ワークシート（別紙１)



■第２回ワークシート（別紙） 相利表 3，4
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